






























































確実な実現のため，特に農村再生基金を設置しており，2011 年から 10 年間にわたって 2,000 億


































































示した後（第 2 節），研究対象地域，社区の概要を示した上で（第 3 節），農村再生計画の各計画
の仕組みと目次構成から特徴を明らかにする（第 4 節）。また，農村再生計画を集計し，計画の
傾向分析した（第 5 節）。それに従って，コミュニティ計画の特徴を捉える。 









第 2章 台湾のまちづくりの概要 
 
本章はコミュニティ計画事業が行う背景を説明するために，①まちづくりの歴史，②土
地利用制度，③地方行政の仕組み，④村里と社区の相違の 4 点を明らかにする。 
 第 1 節ではまちづくりの歴史を，1950 年代から国連機関による経済開発と台湾の社区政
策を重ねつつ，日本統治時代終了後から 2010 年代までの約 60 年間を整理する。総計 4 つ
5 
 
の法律と 9 つの事業をまとめた。 










 第 3 節では，地方行政の仕組みをまとめ，地方制度法により，台湾の地方区分は図 2-2 に
示すように，5 層構造になる。すなわち，第 1 段階が省（2），直轄市（5），第 2 段階が県（12），
市（3），直轄市（5），第 3 段階が郷（153），鎭（41），県轄市（17），区（157），第 4 段階
が村（2,044），里（5,791），第 5 段階が鄰（147,828）である（2012 年 12 月現在，カッコ内
の数値はその数を示す）。ただし，省は 1998 年以降形骸化し，現在機能していない。 







る村里の数は 7,835 あり，一方で社区発展協会の数は 6,650 あるので，およそ 85％の村里で
社区発展協会が成立する。 
 
第 3章 社区総体営造政策の実施体制の変化と特徴 
 



































第 4章 地域住民を対象とする人材育成事業の特徴 
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